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テス（前出，vii 頁）的な側面である治療を，黒い蛇はアスクレピオス（前出，49 頁）

的な側面である癒しを表している。第 4章で述べられているが，
に医

療におけるヒポクラテス的な側面とアスクレピオス的な側面の特徴をさらに詳

しく示す。これこそ，まさに二分法（dichotomy）であるとわれわれは考えて

いる。この二分法は解消できる（あるいはその必要がある）とは思っていない。

医療において対比される二元論を論理的に統合させるようなアルゴリズムの作

成や機械の設計は，不可能であると考えているからである。こういうわけで，

よい医療を実践するためには，ケアを必要とする患者の全人に最善の支援を提

供するために，医療に内在する二分法を包括することのできる生身の全人が必

要なのである 13）。
　ここで当然とも言える質問として，「1人の人間が，医療における二分法の

両側面を包括することはできるのか，あるいはそれは必要であるのか」という

ものがある。われわれの答えは，はっきりと「もちろん可能であり，必要であ

る」である。全人的ケアにおける癒しの可能性に気づけば，たとえ新人の医療

従事者であっても，それを始められる。実際，多くの医学生は，医学部の入学

時に医療におけるアスクレピオス的な側面をすでによく理解している。そもそ

も，そのような方法で役立ちたいという思いから医学部に入学してくる学生も

いる。ヒポクラテス的な側面を学んでも，アスクレピオス的な側面の思いをも

ち続ける医学生もいる。しかし，多くの医学生では，アスクレピオス的な側面

はヒポクラテス的な側面にとって代わられ，思い出以外にほとんど残らなく

なってしまう。アスクレピオス的な側面は家族以外には行うことはできないし，

4

の慢性疾患の患者

まれている。あら
ゆる病気が治る特

効薬はないが，

莫大な資源がある
。それは，患者と医

療従事者の技術的
でない内的資源で

ある。

全人的ケアでは，
癒しの潜在力のあ

る内的資源と，治
療と延命の潜在力

のある

医学的技術の外的
資源を結合させて

，人々の生命の量
と質を最大限向上

させる

ことを目指してい
るのである。

ヒポクラテスとア
スクレピオス
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　全人的ケアを象
徴するものとして

のカドゥケウス
（caduceus：ギリ

シャ

神話での神々の使
者であるヘルメス

が持つ杖）の比喩が
ある 12）。白い蛇はヒポク

ラ

これまでの医学教育では治療を教えています。病気を診断・治療し、問題が起きた時
には問題に対処し、悪いところがあったら元に戻すというアプローチが求められてい
ます。この場合、力は医療従事者にあります。しかし、これでだけでは不十分であり、
癒しというもう一つのアプローチが必要になります。それは病気としっかり対峙し、
病気と共に人間として成長し、悪いところが元に戻せない場合、変化を受け入れるこ
とを支援することです。この場合、患者さんご自身が力の源になります。これが癒し
という概念です。
Whole Person Care の教育では、治療と癒しの両方をバランスよく提供することの
できる医療従事者を育てるのが理念です。


